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体連合会 震災対策特別委員会『大規模災害緊急対
応マニュアル』」をご覧ください。
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下水道区域に設置する災害時向け非常用浄化槽
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地震による地盤の液状化と
浄化槽浮上について
東日本大震災から10年が経過し、今年 2月13日に福島県沖で
発生したマグニチュード 7．3の地震はその余震とされ、さらに今
後10年は警戒が必要といわれている。今号では、地震による地
盤の液状化のメカニズムと浄化槽への影響を考察する。

地震の被害は、建物の崩壊のほか津
波や火災などさまざまあるが、地盤の
液状化もその一つ。液状化しやすいと
いわれる砂地盤は通常、砂の粒子同士
が結びつき、その間を水が満たすこと
で地盤を支えている。しかし、地震の
衝撃を受けると地下水の圧力が高くな
り、砂の粒子がバラバラとなって水中
に浮いた状態（＝泥水）になる。これ
が液状化現象だ。液状化した地盤では、
電気やガス、水道などのライフライン
が寸断されるなど、甚大な被害をもた
らす。

地震等で下水道が被災した際のト
イレといえば、簡易トイレや仮設ト
イレが一般的だが、被災者が多く集
まる避難所では長期間使い続けるこ
とは難しい。そこで活躍するのが、
非常用浄化槽だ。以前は下水道処理
区域内に浄化槽を設置することはで
きなかったが、平成 29 年 3 月に国
土交通省から通達された「災害時に
設ける合併処理浄化槽等の建築基準

法上の取扱いについて」により、災
害時の利用を想定した場合に限り設
置できるようになった。
具体的には、通常は下水道に接続
されている配管を災害時に浄化槽に
切り替え、浄化槽で汚水を処理し、
近くの河川などへ放流するというも
の。すでに、大阪府堺市の近畿圏臨
海防災センターや、奈良県大和高田
市の防災拠点に導入されている。

浄化槽周辺の地盤が液状化を起こす
と、災害に強いとされている FRP（繊
維強化プラスチック）製の浄化槽本体
も浮上するおそれがある。本体に損傷
がない場合も、浮上時に配管が外れる
と、トイレやキッチンなど水周りすべ
てが使えなくなるなど、大きな影響を
及ぼす。

これまでの浄化槽設置工事では、埋
め戻し土として砂を多く含む山砂が推
奨されてきた。そのため液状化しやす
く、東日本大震災による浄化槽本体の

地盤の液状化と
浄化槽への影響

液状化による
浮上防止策とは

浮上の多くが埋め戻し部分の液状化に
よるものとの報告もあった。浮上を防
ぐためには、浮上防止バンドで基礎と
浄化槽本体を固定するなどの方法があ
る。さらに（一社）全国浄化槽団体連
合会からは、埋め戻し土に液状化しに
くい砕石を使用する工法や、浄化槽周
辺土を低品位セメントで固化する工法
などが提案されるなど、さまざまな工
法が生み出されている。対策を講じて
もなお浮上した場合は、裏面の「浄化
槽の被災レベル分けと緊急対応策」を
参考に対応することをおすすめする。
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いざという時に役立つ！ 緊急対応策チェックシート保存版 浄化槽の被災レベル分けと緊急対応策

■ 管理業者が進めるべきこと（使用者との合意が前提）

■ 応急処置

■ 基本の対応

■ 被災のレベル

応

応 恒

恒

とは、応急処置をいう。※ とは、恒久対策をいう。

排水管切り回しの手配
槽の入れ換えの手配

・トイレは避難所等の外部施設を
使用
・雑排水は排水管切り回しで放流

・ブロワOK、通電なら通常処理 ・ブロワOK、通電なら通常処理・トイレは避難所等の外部施設を
使用
・雑排水は排水管切り回しで放流

槽の原位置修復2）

または入れ換え
条件により暫定使用3）

槽本体の修復2）

または入れ換え
暫定使用

内部隔壁、部品の修理
暫定使用

変形の推移観察
暫定使用5）槽の入れ換え

・浄化槽で「沈殿＋消毒」の簡易
処理
・ブロワOK、通電なら「沈殿＋単
純ばっ気＋消毒」で放流

・トイレは避難所等の外部施設を
使用
・漏水部分が前処理部なら、雑排
水は排水管切り回しで放流
・雑排水は浄化槽で「沈殿＋消
毒」の簡易処理
・ブロワOK、通電なら「沈殿＋単
純ばっ気＋消毒」処理

応
恒
最大6ヶ月観察
管理業者で判断できない
場合はメーカーと相談

応
恒
恒

排水管切り回しの手配
槽の埋め直しの手配
埋め直し不可能の場合、
入れ換えの手配も考慮

応

恒

管理業者が修復可能な
部位は実施
管理業者が修復不可なら
メーカーに依頼して実施

応

恒

通常の保守点検、清掃を
継続する
清掃で異常が無ければ
平常使用とする

応

応

恒

恒

排水管切り回しの手配
管理業者が修復可能な
部位は実施
管理業者が修復不可なら
メーカーに依頼して実施
入れ換えの手配も考慮

「管理業者」とは、緊急点検を行った
保守点検業者

2）現場での修復作業は、品質保証上の問題
があり、施工業者またはメーカーの判断に
委ねる。

3）流入・放流管が確保できれば暫定使用。

1）流入・放流管に破損・漏れがあり、応急修理できない場合はレベ
ル4または5の緊急・暫定対策実施。

4）許容範囲は型式毎に異なるので、メーカーの判断に委ねるのが
望ましい。

5）レベル0であっても、被災後の最初の清掃ま
では観察期間とし、暫定使用として扱う。

レベル4レベル5 レベル3 レベル2 レベル1 レベル0

対象：使用者が住んでいること

外部から観察する

流入・放流管を
確認し、内部を
観察する1） 内部を観察する

浮上している

本体破損あり（漏水あり） 漏水あり
水位低下

破損あり

許容範囲4）

を超える変形 許容範囲内4）の変形

浮上していない

本体破損なし
（漏水なし）

土砂等の流入で
観察不能

漏水なし

破損なし

変形なし

槽が破損しているか

槽が浮上しているか

現場に行く

槽から漏水があるか

内部の破損があるか

内部変形あるか

YES

YES YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

YES
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